
熊野稔 と まちづくり・
建築作品（ご縁建築）

建築設計； プロデュース； 計画委員長； 建築コンペ審査員としての建築作品

熊野稔のご縁建築 と ご縁まちづくり（実践活動）
あなたの人生とご縁の有る建築⇒ ご縁建築 （熊野稔 命名）

論文博士（工学）・技術士（建設部門・都市及び地方計画）・
一級建築士・防災士・日本温泉地域学会認定（温泉観光士）



⚫都市計画：道路系

⚫都市計画：市街地再開発事業系

⚫温泉街の活性化・再生系

⚫中心市街地の活性化系

⚫建築作品設計・プロデュース

⚫市庁舎建設系

⚫廃校活用

⚫調査計画策定業務



宮崎県時代のご縁建築・ご縁公園

1. 宮崎市新市庁舎

2. 日南市新庁舎

3. 日南市道の駅北郷

4. 日向市総合体育館

5. 宮崎市営住宅・新町追手団地
PFI方式建て替え事業

6. 宮崎県国民宿舎活用検討委員会



7. 宮崎県東京ビル再整備事業審査委員会

8. 宮崎県津波避難
高台の利活用検討委員会会長

9. 延岡市北方地域ユネスコエコパーク
準拠点施設整備委員会
（旧鹿川小廃校活用）

10.えびの市立八幡丘公園再整備基本構想

日南市新庁舎 道の駅北郷 遊具エリア



⚫周南市夢風車通り

⚫松江市大手前通り

都市計画：道路系

博士（工学）の論文テーマ
「ポケットパークの計画と管理に関する研究」



山口県周南市の県道街路拡幅事業
～夢風車通り～

⚫山口県周南市の県道街路拡幅事業「夢風車通り」

⚫新南陽駅から北へ伸びる県道で拡幅工事のときにポ

ケットパーク（緑やベンチなどで修景された公開利用可

能な小広場）を道路残地の活用で高密度に４つ作り、

景観整備を行った。

⚫北からさくら坂公園、御殿地公園、いなり下公園、水分

け公園と命名され地元で管理される。



まんどころ来てみん祭＆ゆめフェス -ホーム／https://www.facebook.com/%E3%81%BE%E3%82%93%E3%81%A9%E3%81%93%E3%82%8D%E6%9D%A5%E3%81%A6%E3%81%BF%E3%82%93%E7%A5%AD%E3%82%86%E3%82%81%E3%83%95%E3%82%A7%E3%82%B9-420169138109196/

行政の補助金に頼らない、地域住民主体の手作りイベント

ゆめ風車通りを中心に、道沿いのポケットパークも使って
イベントや出店を行っている。

山口県周南市「ゆめ風車通り」
～まんどころ来てみん祭～



松江市大手前通り（城山北公園線）みちづくり
委員会委員長、みちづくり協議会顧問

～松江市大手前通り～

⚫島根県松江市の県道大手前通り拡幅事業。

⚫延長1040m、幅員29ｍの事業で平成18 年（2006 年）8 

月より、島根県松江県土整備事務所が事務局となり、

「大手前通りみちづくり委員会」（熊野稔委員長）が発

足し、事業全体への協力支援をした。



拡幅工事が完了した大手前通り（城山北公園線）
＝松江市殿町の松江城二の丸から

平成15年度から整備を進めてき
た大手前通り約1ｋｍ（島根ふる
さと館前～くにびき道路総合体
育館前交差点）が完成し、２０１８
年8月26日（日）に地元主催によ
る完成記念式典とイベントが開
催されました。
当日は晴天のもと、地元の皆さ
ま、県と市の関係者など約250人
が参加し完成を祝いました。



ポケットパーク（大手前通り／島根県松江市）

大手前通りみちだより／http://www.pref.shimane.lg.jp/infra/road/kikan/matsue_kendo/ootemae/

１ ２

３
４

５

◼城山北公園線を利用される方の休憩場所・憩いの場所・イベント広場として、
５箇所でポケットパークを整備。北側の3箇所が平成３０年７月に完成。

◼かつての城下町の屋敷や水路で使われていた大海崎石などをベンチとして活
用したり、歴史資源を紹介する歴史案内看板を設置することで沿道の歴史紹
介の一役も担っている。



大手前通りポケットパークの特徴
◼ 大手前通りのシンボルツリーである「なんじゃもんじゃ」を配置
◼ 現地発生石材の大海崎石を植栽桝やスツール（座れるところ）に活用
◼ まち歩きの仕掛けづくりとして松江城の石垣に刻まれた刻印のレプリカ

を配置
◼ 歴史資源の一部を紹介する歴史案内看板を設置（全ポケットパーク）

松江城石垣の刻印
分銅紋(ふんどうもん)



１ ２



北殿町ポケットパーク
＜平成３０年７月７日完成＞

３



米子町（北側）ポケットパーク
＜平成３０年７月７日完成＞

４



昭和橋西詰ポケットパーク
＜平成３０年７月７日完成＞

５



⚫ルルサス防府

⚫下松市駅南リジューム計画

都市計画：市街地再開発事業系



市街地再開発事業委員長
・設計コンペ審査委員長歴任

～防府駅前てんじんぐち再開発「ルルサス防府」～

◼防府てんじんぐち
第1種市街地再開発事業
実施検討委員会委員長

◼設計協議審査会委員長

(写真・図提供；防府てんじんぐち再開発事業組合）

熊野稔プロジェクト
ルルサス防府



防府市の市街地再開発事業
「ルルサス防府」

⚫防府市の市街地再開発事業「ルルサス防府」は、
2004 年12 月着工、2006 年6 月竣工

⚫第1 種市街地再開発ビル「ルルサス防府」が防府
駅北東の中心市街地に完成

⚫2001 年3 月に報告書完成の防府駅北東街区市街地
再開発事業計画策定委員会委員長、2003 年5 月に
防府駅てんじんぐち市街地再開発事業設計者選定
委員会委員長

⚫竣工に向けて事業全体の監修。



防府てんじんぐち再開発（ルルサス防府）
駅周辺の商業・公共施設・住宅機能

http://www11.ocn.ne.jp/~hofu/sozai/image/animation.wmv


http://www11.ocn.ne.jp/~hofu/sozai/image/animation.wmv


【コンセプト】

人の流れを創り出すポンプ機能を持った２つの広場



⚫商業施設や公共公益施設が集積し、｢便利・快適・温もり」に溢れた
上質な都市型ライフを提供。

⚫省エネ・防犯・バリアフリー・プライバシーなど安心。

⚫間取りや仕上げに、住む人の希望を取り入れ、個性派ライフをサ
ポート。

【コンセプト】
多様な施設と同棲する都市型住宅施設



• Ａ街区は、駐車場（3層4段・自走式立体駐車場：約225台）で、施設
の3Ｆ部はＢ街区2Ｆと歩行者デッキで繋がっている。

• Ｂ街区1Ｆは、エントランス、搬出入口、2・3Ｆでは、図書館、多目的
ホール、児童遊戯施設、行政サービスコーナー等が計画。

【コンセプト】
市民の日常生活支援を中心とした公共公益施設



～そして完成～





下松駅南都市活力再生拠点整備事業
（リジューム計画）策定委員会委員
～再開発ビル等リジューム事業～



下松市駅南リジューム計画

⚫下松市駅南リジューム計画は昭和62 年度に、当時
の建設省都市局（現在：国土交通省、都市・地域
整備局）所管の『都市活力再生拠点整備事業』と
して制度化。

⚫下松市駅南地区はその調査地区第1 号に指定され、
全国のリジューム事業の中で最後まで残り事業化
され実現。

⚫当初から地元専門委員として関わり、地元住民へ
の支援、ワークショップ開催や模型作りなどで協
力し地元街づくり協議会から表彰。



「下松駅南リジューム計画」による再開発
道路整備と再開発ビル

◼山口県下松市大字西豊井字室町 1247番
地（第一街区）、1250番地（第二街区）

◼構造規模
鉄筋コンクリート造（一部鉄骨コンクリート
造）地上12階建（第一街区）、鉄筋コンク
リート造地上11階建（第二街区）

◼総戸数
70戸（販売戸数64戸）（第一街区）、56戸
（販売戸数22戸）（第二街区）

◼竣工予定日
平成18年10月末（第一、第二街区）

◼入居可能予定日
平成18年11月末（第一、第二街区）事

◼業主
下松駅前第1地区市街地再開発組合

◼売主
（株）原弘産



⚫山口県長門市俵山温泉
俵山温泉グランドデザイン・エリアプラットフォーム専門人材

俵山温泉活性化ビジョン策定「白猿の湯」プロデュース

⚫山口県長門市湯本温泉
湯本温泉活性化ビジョン策定

⚫山口県山口市湯田温泉
湯田温泉活性化プラン

湯田温泉長期計画策定

湯田温泉駅前広場構想足湯拠点施設コーディネート

温泉街の活性化・再生系



建築作品プロデュース
～俵山温泉 温泉施設「白猿の湯」～



長門市・俵山温泉 「白猿の湯」

俵山温泉のメイン通りに、足湯、寝湯、露天風呂、ペット湯など様々な
タイプの健康志向を目的とした、一部二階建て約1,100㎡の温泉施設
平成１６年１２月２０日オープン。

１階の地場産品を利用した食やお土産コーナーも用意し、喫茶やフラ
ンス料理風の創作料理店もあります。地域の病院とタイアップした温泉
活用の健康相談も予定。天然温泉100％掛け流しの「白猿の湯」に是
非お越しください。

☆入浴料 大 人 ７００円
小学生 ５００円
幼 児 ３００円

☆開館時間 ７時～２１時
※１２月２０日は、午前１０からの営業
☆休館日 なし



内風呂2号湯にマイクロバブルが



足 湯 露天風呂



～山口県 湯本温泉～

山口県で最も古い歴史を持つ温泉の1つとして知られる。

美肌の湯とも呼ばれるアルカリ性単純温泉は神経痛や
筋肉痛に効能があると言われる。

画像）
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景観整備と案内サインの充実・電柱移設

の検討；景色は緑や温泉街らしさが感じられ．

歩行者の安全性の確保と温泉街への誘導を図る。

一方通行の検討とコミュニティ道路化を図る。 

歴史公園（井上

薫）・芝生化 

山頭火句碑 

中原中也詩碑 

玄関口魅力拠点；周辺道路拡幅 

湯田温泉駅周辺：足湯の設置、トイレの移動、

駐車場、駐輪場の再整備、待合室の充実、案

内標識の充実、横断歩道、景観整備をする 

県道 204 号線：湯田温泉街のメイ

ンな道路であり、両側に大型ホテルや飲

食店等が建ち並ぶ。バリアフリー化、電柱

の地中化、四季感豊かな緑化を図る。また、

発光ダイオードを使った演出検討も行う。 
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湯田温泉集客交流文化拠点 

山口銀行跡地：市民と観光客の観

光・文化交流拠点とする。「湯田温

泉足湯体験館」活性化のための湯田

温泉のシンボルとなる文化施設建設 

湯田温泉活性化プラン
～山口県湯田温泉～



山口市湯田温泉 観光回遊拠点施設
狐の足あと

•年間集客目標 ９万人

•オープン後２か月間で４万人集客

•午前８時から午後１０時まで

•入浴料 ３００円



＜施設情報＞
◆住所 山口市湯田温泉2‐1‐3(中原中也記念館向かい。湯田温泉駅から徒歩10分)
◆開館時間 8時～22時 ◆休館日 年中無休 ◆入館料 無料(足湯利用のみ有料)
◆駐車場 約30台 ◆問合せ 083‐921‐8818 

●ギャラリー
NHK大河ドラマ「花燃ゆ」パネル企画展（2015年3月22日～12月下旬）
ちょこっと“中也”(2015年3月22日～7月末(予定))…湯田温泉出身の詩人、中原中也の衣装(帽
子・コート)の貸出(無料) 

●カフェ
山口の地酒飲み比べセットや地ビールの他、山口産果物、野菜のフレッシュジュースなど山口グ
ルメをご紹介。

●3つの足湯
★利用料／大人200円 小中学生100円
＜窓辺の湯＞…中原中也や湯田温泉に関する書籍をご用意。足湯に浸かりながらカフェの飲
み物等も楽しめる。
＜言音の湯＞…音響施設を備えた足湯で、中原中也の詩をテーマとした音楽による演出を行う。
＜四季の湯＞…灯りや香りによる空間演出を行います。桜や紅葉など、季節の移ろいも楽しめ
る。
※着物をイメージした足湯用の衣装レンタルあり(無料) 

●観光案内
• スタッフによる案内の他、タブレット端末を設置。(館内フリーWi-fi)
• 狐の足あとホームページでは、飲食店や土産物の情報もご案内します。(3月20日頃開設予定) 
• その他季節に合わせた様々なイベントを予定しています。ぜひお立ち寄りください。



山口市湯田温泉観光回遊拠点施設 狐の足跡



















中心市街地活性化系

⚫徳山駅周辺整備

⚫高千穂通りパークレットデザイン案



◼徳山駅周辺整備計画検討委員会委員長

◼ＪＲ徳山駅周辺整備構想、検討委が周南市長に報告

学識経験者や経済団体の代表らで構成する「徳山駅周辺整備推進検討委員会」
（委員長、熊野稔・徳山工業高等専門学校助教授）は2004年10月18日、ＪＲ徳山

駅周辺整備構想を山口県周南市の河村和登市長に報告した。同構想は駅の北
側と南側を結ぶ南北自由通路を設け、両側の駅前広場を整備するなど十事業を
盛り込んだ。これを受けて、同市は11月中にも構想をまとめ、来年度内に一部事
業に着手する方針。

構想は「海と緑に囲まれ、人がいきいきと輝くまち、にぎわいの交流ス
テージの創造」をコンセプトに、合併後の周南市をアピールする拠点作りを
目指す。具体的には、駅周辺をノース（駅北側）、ステーション（駅）、サウ
ス（駅南側）の3地区に分け、それぞれの個性を生かした整備を進める。南

北自由通路の整備に合わせ、駅舎を橋上化することも提案。自由通路に
は休憩、販売、情報発信などのスペースも確保し、にぎわいを創出する。
(日本経済新聞より）

中心市街地プロジェクト
～徳山駅周辺整備～



徳山駅周辺整備景観表彰 ２０２０年６月

•徳山駅周辺地区が、「都市景観の日」実行委員会が

主催する、都市景観大賞都市空間部門で優秀賞に

選ばれました。

•場所：徳山駅周辺地区



◼２０２１年度（令和３年度）宮崎市地域貢献学術研究助成金事業
「宮崎市中心市街地における魅力と回遊性の向上への提言に関する研究」

◼歩行者利便増進道路（ほこみち）としての高千穂通の魅力向上

（パークレット、パラソル、テーブル、イス）の暫定的配置など

これまで2021年11月及び12月に2度高千穂通の歩道空間、道路空

間を活用した社会実験が実施されたが、その成果を受けて歩行者

利便増進道路事業への応募とパークレット設置等の展開が考え、

パークレットのデザイン案を作成（研究補助：みやざき公園協会）

•高千穂通り自転車道左側レーン矢羽根設置へ

•歩道は自転車走行15km/h以下走行レーンとして）の規制誘導をか
ける

高千穂通りパークレットデザイン案













建築作品設計・プロデュース



熊野稔建築作品設計
～道の駅「頓原」情報交流館～

道の駅「頓原」は、レストラン、売店、産直市場に加え、広い研修室や宿泊施設も
備える。平成１７年７月に「情報交流館」がオープンし、より一層便利になった。



開放感のある落ち着いた館内では、主に国道９号線・５４号線の道路情報
や気象情報など 最新の情報をお知らせしています。

そして、情報交流館内には、頓原酪農直営店「もんこちゃんのお店」も同時
オープンし、 手作りアイスや朝搾り牛乳を販売しております。







建築作品プロデュース
～道の駅「きくがわ」～

◼施設：駐車場
• 普通車：90台
• 大型車：5台
• 身障者用：3台

◼トイレ
• 男：大 4器、小 8器
• 女：11器
• 小児用：1器
• 身障者用：2器

◼公衆電話：1台
◼レストラン「よもやま」（8:30 - 20:00（夏期）、8:30 - 19:00（冬期））

菊川の名産であるそうめんを中心としたメニューとなっている。
◼喫茶店（8:30 - 10:00）
◼売店（8:30 - 20:00）
◼体験施設：パン作り体験（売店で焼きたてパンの販売も行っている）
◼休憩所 公園
◼JA下関・山口銀行・西京銀行・西中国信用金庫 共同ATM（JA下関幹事）

JAバンクATM・CD利用手数料無料提携サービス実施。
YSネットサービス、4BANKSネットサービス、しんきんATMゼロネットサービスは対象外。

◼郵便ポスト（菊川郵便局）



車を止めて、田園の風に吹かれてみませんか

⚫ 小日本ふるさと市
⚫ ２億円売り上げる１００円市
⚫ 焼きたてパンコーナー
⚫ 観光イチゴ狩り
⚫ 菊川そーめん

道の駅「きくがわ」
（山口県 下関市 菊川町）



道の駅発祥交流館がある
～道の駅阿武町～

日本海一望の温泉でくつろぐ道の駅

⚫日本で最初の道の駅
社会実験の地

⚫日本海温泉テルメ阿湖

⚫温水プール

⚫バス停



水と緑の山峡の里

鳥取県関金町
～道の駅「犬挟」～



エメラルドの海に染まる沖縄北部の
特産品が集まる道の駅

沖縄県名護市
～道の駅「許田」～



楽しさ色々プレイアンド ショッピング

岡山県邑久町
～道の駅「黒井山グリーンパーク」～



建築プロデュース
～長州黒かしわの里～



長州黒かしわの里 全景







山口県萩有料道路料金所周辺計画設計競技審査会
委員会委員長歴任。

～道の駅「萩往復環」～







（旧）新南陽市コミュニテイセンター設計競技審査会
委員歴任。完成。

～新南陽コミュニティセンター～









下松市福祉の里交流センター設計競技審査会
委員歴任。完成。

～下松市地域交流センター「ふれあい館」～

















防府市新火葬場設計競技選定審査会委員歴任。
完成。

～防府市斎場悠久苑～







道の駅「長門峡」リニュアール検討
山口市ふるさと振興公社

「道の駅長門峡指定管理に関する検討委員会委員」
～道の駅「長門峡」～



日南市総合政策部 総合戦略課
「（仮称）道の駅北郷」建設整備事業

設計デザイン二次審査会委員
～「道の駅北郷」～

設計デザイン案

２０２３年１０月１日
開業

完成後



休憩・観光情報
スペース

入
口

物販スペース

飲食スペース

(レストラン等)

調理
実習室

トイレ

Ａ

Ｂ

Ｃ トイレ

Ｄ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

防災倉庫

Ｅ

バック
ヤード

施設平面図

・２４時間使用可能
・テレビモニター、タブレット
※道路、観光、医療情報等

・２４時間使用可能
・男性１０基、女性１２基
身障者用３基

・主な備蓄品
水、食料、毛布、マンホールトイレ



遊具公園 九州最大級のインクルーシブ遊具エリア



市庁舎建設系

【周南市新庁舎建設】
• 平成24年度

周南市新庁舎建設検討市民委員会会長
周南市庁舎建設設計者選定委員会委員長

• 平成31年度竣工

【宮崎市新庁舎建設】
• 平成30年度

宮崎市新庁舎建設検討市民懇話会会長

【日南市新庁舎建設】
• 平成31年度

日南市新庁舎建設設計業務プロポーザル審査委員会委員

【日向市総合体育館整備】
• ２０２３年度

設計施工者選定公募型プロポーザルコンペ審査委員会委員長



•24年度～25年度
周南市庁舎建設検討市民委員会委員長

24年度周南市庁舎建設基本計画策定業務委託
及び執務環境等調査業務委託に関わる公募型

プロポーザル選定委員会委員長歴任。



周南市庁舎建設設計者選定委員会委員長
～周南市新庁舎建設事業～



１階中央吹き抜けの様子

岐山通からの写真



【日南市新庁舎建設】
平成31年度

日南市新庁舎建設設計業務プロポーザル
審査委員会委員

令和５年３月竣工、５月８日開庁

外観

エントランスの様子



日向市総合体育館整備事業
２０２３年度 設計施工者選定公募型プロポーザルコン

ペ審査委員会委員長

整備予定地



【山口県柳井市】

⚫日積地区大里小学校（旧）廃校活用

【宮崎県延岡市】

⚫延岡市北方地域ユネスコエコパーク準拠点
施設整備（廃校活用） 検討委員会委員

⚫延岡市北方地域ユネスコエコパーク準拠点
施設（廃校活用）推進委員会委員

廃校活用



• 平成２５年
４月開設

• 大里小学校
の跡地に建
設

柳井市都市農村交流施設
「ふれあいどころ４３７」（直売所・農家レストラン）

大里小学校（旧） 廃校活用



【延岡市 北方地域ユネスコエコパーク】
北方地域ユネスコエコパーク

準拠点施設整備推進委員会委員

⚫ 北方地域ユネスコエコ

パークの準拠点施設とし

て、「旧鹿川小学校」の

校舎をリニューアルする。

⚫ 教室への２段ベッド等の

設置や大広間の整備等

を行い、宿泊可能な施

設とする。

■令和６年１月より

委員就任





公園系調査計画策定業務

【新南陽市】
新南陽市都市緑化推進計画、商業近代化地域計画他
• 平成４年度

新南陽市都市計画審議会委員
• 平成９年度

新南陽市都市計画マスタープラン策定委員会委員長

【えびの市】
八幡丘公園再整備計画
• 平成３１年度

八幡丘公園再整備基本構想 受託調査研究



【公園】
• 令和３年７月～１０月末

宮崎県みやざき臨海公園及び県立阿波岐原森林公園指定管理者
第５期選定委員会委員長

【建設】
• 令和２年１２月～令和３年６月末

宮崎市営住宅新町・追手団地PFI立替事業事業者
選定委員会委員長

• 令和３年８月～令和４年６月末
定期借地権制度による公民連携の宮崎県東京ビルの建替
宮崎県東京ビル再整備事業審査委員会委員

【広場】
• 令和元年度

宮崎駅西口広場宮崎県宮崎土木事務所沿道修景ワーキングループ



【宮崎市 宮崎駅西口広場】
宮崎駅西口広場宮崎県宮崎土木事務所

沿道修景ワーキンググループ



えびの市八幡丘公園再整備基本構想
受託調査研究



■ドローンによる現地空撮図



■現地空撮写真と現地平面図の照合



◇第5次えびの市総合計画（平成２９年３月）

「住民の身近な憩いの場、交流の場として、既存公園の遊具やトイレなどの設備整備なら

びに駐車場の確保などを進める必要がある」

◇えびの市過疎地域自立促進計画（平成２８年３月）

「公園については、市民が身近に楽しめる憩いの場・交流の場の整備について検討する」

◇えびの市都市計画マスタープラン（平成２６年１２月）

「観光地として賑わいをみせている八幡丘公園については維持保全に努め、まちづくりへの

活用を推進する」

 四季を通じた花の名所（桜並木）

 加久藤カルデラや霧島連山などの眺望

 多様な木製遊具広場

 長年守られてきた豊かな自然環境

 少子高齢化

 心の豊かさ重視

 レジャー多様化

 高度情報化社会

 経済危機  地域活性化

 東日本大震災(防災)

 地域コミュニティの再生

 持続可能な社会 ・地球環境

◆えびの市が掲げるコンセプト

・新たな公園利用を促す仕掛けづくり

・既存ストックの活用とスクラップ

・ゾーニングの整理

「えびの市を代表する公園として、市内外に住む幼児からお年寄りまで誰でも気軽に利用

できるようなユニバーサルデザインによる整備」

◆えびの市が掲げる整備方針

〇加久藤カルデラや霧島連山など自然豊かな環境の眺望が望める景観空間整備を行う。

〇公園へのアクセスおよび園内動線の円滑化を図り、安全でユニバーサルデザインに配慮

した公園づくりを行う。

〇幅広い利用者が憩い、活動することのできる公園づくりを行う。

〇公園を継続的に利用しながら、効果的・効率的な手段により、将来像に向けた段階的な

公園づくりを行う。

四季折々、明るい・楽しい・ポジティブな言葉、開放された明るい公園、見通しの良い公園

森、芝生、自然を守る、安心・安全、利用者にやさしい公園、防犯、

子供たちだけでも安心、登りたくなる、気軽に立ち寄れる、人が憩える・集える

展望台・道路・モニュメントなどの整備等、レクリエーショ ン・マウンテンバイ ク・オートバイ ク等のアウ

トドアやスポーツ、地域と行政の協力、森の結婚式などのイ ベント、歴史体験へと繋げる

◇第5次えびの市総合計画（平成２９年３月）

「住民の身近な憩いの場、交流の場として、既存公園の遊具やトイレなどの設備整備なら

びに駐車場の確保などを進める必要がある」

◇えびの市過疎地域自立促進計画（平成２８年３月）

「公園については、市民が身近に楽しめる憩いの場・交流の場の整備について検討する」

◇えびの市都市計画マスタープラン（平成２６年１２月）

「観光地として賑わいをみせている八幡丘公園については維持保全に努め、まちづくりへの

活用を推進する」

 四季を通じた花の名所（桜並木）

 加久藤カルデラや霧島連山などの眺望

 多様な木製遊具広場

 長年守られてきた豊かな自然環境

 少子高齢化

 心の豊かさ重視

 レジャー多様化

 高度情報化社会

 経済危機  地域活性化

 東日本大震災(防災)

 地域コミュニティの再生

 持続可能な社会 ・地球環境

◆えびの市が掲げるコンセプト

・新たな公園利用を促す仕掛けづくり

・既存ストックの活用とスクラップ

・ゾーニングの整理

「えびの市を代表する公園として、市内外に住む幼児からお年寄りまで誰でも気軽に利用

できるようなユニバーサルデザインによる整備」

◆えびの市が掲げる整備方針

〇加久藤カルデラや霧島連山など自然豊かな環境の眺望が望める景観空間整備を行う。

〇公園へのアクセスおよび園内動線の円滑化を図り、安全でユニバーサルデザインに配慮

した公園づくりを行う。

〇幅広い利用者が憩い、活動することのできる公園づくりを行う。

〇公園を継続的に利用しながら、効果的・効率的な手段により、将来像に向けた段階的な

公園づくりを行う。

四季折々、明るい・楽しい・ポジティブな言葉、開放された明るい公園、見通しの良い公園

森、芝生、自然を守る、安心・安全、利用者にやさしい公園、防犯、

子供たちだけでも安心、登りたくなる、気軽に立ち寄れる、人が憩える・集える

展望台・道路・モニュメントなどの整備等、レクリエーショ ン・マウンテンバイ ク・オートバイ ク等のアウ

トドアやスポーツ、地域と行政の協力、森の結婚式などのイ ベント、歴史体験へと繋げる

えびの市の眺望が楽しめる市民の公園、飯野地区を代表する公園として、幼児からお年寄りまで誰でも気軽に利用できる
ようなユニバーサルデザインによる整備を目指す。
また、季節感が感じられ、いつ訪れても季節に応じた快適な景観が得られる。
老若男女、身障者も健常者もユニバーサルデザインの元、使いやすく、森の雰囲気が味わえ、周囲の眺望や展望が楽し
め市民の健康や療養にも寄与する、ゆったりと過ごせる滞在時間の長い市民公園の実現を図る。

そのために市民や企業等の民間の協働・活用を生かした適切な利活用や維持管理に努める。

◇第5次えびの市総合計画（平成２９年３月）

「住民の身近な憩いの場、交流の場として、既存公園の遊具やトイレなどの設備整備なら

びに駐車場の確保などを進める必要がある」

◇えびの市過疎地域自立促進計画（平成２８年３月）

「公園については、市民が身近に楽しめる憩いの場・交流の場の整備について検討する」

◇えびの市都市計画マスタープラン（平成２６年１２月）

「観光地として賑わいをみせている八幡丘公園については維持保全に努め、まちづくりへの

活用を推進する」

 四季を通じた花の名所（桜並木）

 加久藤カルデラや霧島連山などの眺望

 多様な木製遊具広場

 長年守られてきた豊かな自然環境

 少子高齢化

 心の豊かさ重視

 レジャー多様化

 高度情報化社会

 経済危機  地域活性化

 東日本大震災(防災)

 地域コミュニティの再生

 持続可能な社会 ・地球環境

◆えびの市が掲げるコンセプト

・新たな公園利用を促す仕掛けづくり

・既存ストックの活用とスクラップ

・ゾーニングの整理

「えびの市を代表する公園として、市内外に住む幼児からお年寄りまで誰でも気軽に利用

できるようなユニバーサルデザインによる整備」

◆えびの市が掲げる整備方針

〇加久藤カルデラや霧島連山など自然豊かな環境の眺望が望める景観空間整備を行う。

〇公園へのアクセスおよび園内動線の円滑化を図り、安全でユニバーサルデザインに配慮

した公園づくりを行う。

〇幅広い利用者が憩い、活動することのできる公園づくりを行う。

〇公園を継続的に利用しながら、効果的・効率的な手段により、将来像に向けた段階的な

公園づくりを行う。

四季折々、明るい・楽しい・ポジティブな言葉、開放された明るい公園、見通しの良い公園

森、芝生、自然を守る、安心・安全、利用者にやさしい公園、防犯、

子供たちだけでも安心、登りたくなる、気軽に立ち寄れる、人が憩える・集える

展望台・道路・モニュメントなどの整備等、レクリエーショ ン・マウンテンバイ ク・オートバイ ク等のアウ

トドアやスポーツ、地域と行政の協力、森の結婚式などのイ ベント、歴史体験へと繋げる

八幡丘公園再整備計画
コンセプト



①アクセスが容易であらゆる人が利用しやすいこと
• 頂上付近の車が離合できるように道路拡幅
• 車場から公園へのアクセスが容易なこと
• バリアフリー化で移動しやすい
• 展望台広場へのアクセスしやすい道路整備と展望台下への駐車場整備

②展望性の確保
• 公園内の可能な範囲の所から霧島連山が眺望できること

そのための視界を妨げる樹木の伐開とシンボルとなる展望台の安全で眺望が確保できるリフォームを行う。
• 眺望の良い視点場にはおしゃれなベンチを設置する。

③開放的で明るく広く使えること
• 枯れて傷んだ樹木を伐採し老朽化した遊具の一部撤去等を行い、明るく開放的な空間を確保する。
• BBQ広場はさらに野外活動等ができるように広くする。

④四季感と自然美が満喫できること
• 春は桜、つつじ、さつき，初夏のアジサイ、藤，夏は百日紅，秋の紅葉，冬は山茶花と寒椿など、いつ行っても四季感と自然美
が感じられる快適な植栽を図る。樹木や花にはネームプレートを配置して学習できるようにする。
• 市民のための記念植樹も検討する

⑤皆が楽しめて健康増進に役立つこと
• 歩いての散策を基本に公園エリア内に健康ウォーキングコースを設置する。

要所にアスレチック遊具や健康器具を置いて軽い運動や体操が可能にする。
• ァミリーで遊びに来ても幼児、児童が楽しく遊べる遊具や工夫があること。
• 高齢者も楽しめるように芝生広場ではゲートボールやグランドゴルフが楽しめるようにする。
• また将来的には隣接した私有地等の活用でパークゴルフやドッグラン等が楽しめる空間整備を行うことを検討する。

⑥パークＰＦＩの活用
• 将来的には公園内に民間活力を生かして展望の良い箇所にカフェやレストランの誘致、キッチンカーやコワーキングスペース
の導入など公民連携事業を促進して魅力アップを図る。

⑦適切な管理費用を生み出す維持管理
• 市民主体や地元の学校などによる八幡丘公園の愛護会を結成して清掃やイベント事業などを行いコミュニティや公園の魅力
化を促進する。
• 地元の企業に依頼してネーミングライツを活用して、適切な維持管理経費を生みだす。またふるさと納税の目的税として八幡
丘公園の整備、維持管理費を生み出す。

ネーミングライツとは「命名権」であり「名前を付ける権利」で、とくに公共施設の命名権を売り買いする仕組みを指す。ネーミン
グライツを売る側＝自治体にとっては、財源の確保というメリットがあり、ネーミングライツを買う側＝企業にとっては、施設の名
称に自社ブランド名などを付けられるため認知拡大や企業イメージの向上などが期待でき企業のＣＳＲにも役立つ。

八幡丘公園再整備計画
計画の骨子



  ソフト事業 ハード事業 

短期 1. 公園再整備計画の策定 

2. 公園利用規約の制定 

3. 公園再整備実施設計 

4. 公園愛護会の設置 

5. イベントの実施 

6. 清掃活動 

7. ネーミングライツの検討・実施 

8. （維持管理費の拡充） 

9. ParkPFI※の公募 

※ParkPFIとは 

 飲食店、売店等の公園利用者の利便の向

上に資する公募対象公園施設の設置と、当

該施設から生ずる収益を活用してその周辺

園路、広場等の一般の公園利用者が利用で

きる特定公園施設の整備・改修等を一体的

に行う物を、公募により選定する「公募設

置管理制度」のこと。 

 

1. 遊具等の見直し、点検、導入 

2. 枯木等の撤去 

3. 眺望伐開 

4. 展望台のリフォーム 

5. 展望台下の駐車場整備 

6. 頂上付近のアクセス道の拡幅 

7. 公園管理道の整備 

8. ＢＢＱ広場の拡充整備 

9. 健康ウォーキングコースの整備 

10.Wi-fi環境の整備 

11.全体案内看板の設置 

12. ParkPFIによる展望レストラン・カフェ・キッ

チンカー等の誘致 

13. ParkPFIによるワークシェアリングスペース等

の検討 

中長期 1. 民間の有効活用 

  

1. 隣接地にパークゴルフ場の整備 

2. 隣接地にドッグラン整備 

3. ParkPFIによる展望レストラン・カフェ・キ

ッチンカー等の誘致継続 

 

八幡丘公園再整備計画
基本計画フレーム





■八幡丘公園再整備計画 イメージ図-1

①全景イメージ図 ②展望台下駐車場イメージ図

②展望台からの眺望イメージ図 ②展望台へのアクセスイメージ図：
車椅子でもアクセス可能とする。



■八幡丘公園再整備計画 イメージ図-２

③メイン道路拡幅イメージ図：メイン道路全域の拡
幅が困難な場合は、途中離合エリアを設ける。

④駐車場周辺イメージ図：隣接する民有地の利活用とし
て、中央奥と右には、中長期計画で検討可能のあるパー
クゴルフ場、ドッグランのスペースを設けてある。

⑤メインエントランスイメージ図：東西の公園を結ぶ明
るいエントランス空間とする。

⑥健康遊具広場イメージ図：高齢者から子供が一
緒に楽しめる健康遊具を設置。



■八幡丘公園再整備計画 イメージ図-３

⑥健康遊具広場から眺める霧島連山 ⑦バーベキュー広場周辺イメージ図：維持管理費のかかるツツ
ジ類は移植もしくは撤去し、様々なイベントを行うため有効的な
活用を行う。バーベキュー広場は拡幅し、より充実させる。

⑧芝生広場イメージ図：既存の常緑高木が広場に暗いイ
メージを与えているため、撤去もしくは移植を行い、より人
が集まりやすい明るい雰囲気づくりを行う。

⑨藤棚、距離標、樹名札等イメージ図：園路幅は幅員
2.5mとし、イベント時の車も通過できる広さを確保する。学
習のために樹名札を設置、健康ウォーキングコースを設
定するため、距離表を設置。藤棚は老朽化のため新設。



■八幡丘公園再整備計画 イメージ図-４（中長期計画）

展望カフェ①イメージ図 展望カフェ①イメージ図：中長期計画のPark-PFIによって実現
可能性は考えられる。カフェ屋根と繋がる展望台とする。

展望カフェ②イメージ図：展望台と別での検討も考え
られる。

展望カフェ②イメージ図：カフェだけではなく。コワーキング
スペースとしての活用方法も考えられる。


